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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します
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8
月

下記日程は休館となります。ご了承ください。

９月２日（月）終日　書記局会議

土・日・祝日も休館

８月30日(金)10時～12時

けんせつプラザ東京（要予約）

無料経営相談会

支部会館休館のお知らせ

▼
７
月
26
日
に
杉
並
平
和
の
つ

ど
い
が
開
催
さ
れ
、原
水
禁
世

界
大
会
へ
参
加
す
る
杉
並
代
表

団
壮
行
会
が
あ
り
ま
し
た
。
土

建
か
ら
も
青
年
部
２
名
が
代
表

参
加
し
ま
す
。
本
人
た
ち
の
平

和
へ
の
気
持
ち
と
、
代
表
と
し

て
参
加
す
る
事
の
尊
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
東
京
土
建
の
仲
間
か

ら
送
り
出
せ
る
こ
と
も
私
は
う

れ
し
い
▼
平
和
で
い
た
い
と
い

う
人
間
の
持
つ
素
直
な
感
情
が
、

な
ぜ
だ
か
各
々
の
国
が
平
和
で

あ
れ
ば
い
い
と
い
う
形
で
国
と

国
が
互
い
に
ぶ
つ
か
り
合
っ
て

し
ま
う
。こ
れ
が
戦
争
と
な
る

▼
壮
行
会
の
前
に
講
演
を
し
て

い
た
だ
い
た
川
田
忠
明
さ
ん
の

話
の
中
で
、
世
界
で
つ
く
ら
れ

て
い
る
核
兵
器
に
日
本
の
主
要

な
銀
行
（
み
ず
ほ
・
三
井
住
友

な
ど
）
が
何
ら
か
の
関
わ
り
で

投
資
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
驚
か
さ
れ
た
▼
通
常
兵
器

メ
ー
カ
ー
へ
の
投
資
に
も
問
題

視
さ
れ
る
中
、
核
兵
器
へ
の
投

資
な
ど
も
っ
て
の
他
。
金
の
た

め
な
ら
核
で
も
良
い
の
か
？
と

思
う
▼
ア
メ
リ

カ
大
統
領
選
挙

も
近
い
う
ち
に

お
こ
な
わ
れ
る
。

東
京
土
建
の
講

義
で
多
少
の
知

識
を
得
た
こ
と

も
あ
り
、
興
味

深
く
報
道
を
注

視
し
て
い
る
。

支部の
ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html

平和の願いと金もうけ

（青木 隆之・常任執行委員）

7.12予算要求中央総決起大会

　

建
設
従
事
者
の
処
遇
改
善
、

建
設
国
保
の
育
成
・
強
化
に
向

け
て
全
国
か
ら
46
県
連
組
合

２
、０
０
１
人
（
東
京
土
建
は

８
３
５
人
、う
ち
杉
並
支
部
29

人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
午
前

中
は
都
庁
第
二
庁
舎
に
集
ま

り
、
交
渉
団
を
送
り
出
し
、
1

時
間
ほ
ど
集
会
を
開
催
。
午

後
は
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
に

移
動
し
、降
り
続
け
る
雨
の
中
、

予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

国
会
で
採
択
さ
れ
、法
改
正

に
つ
な
が
っ
た
１
０
０
万
人
請

願
署
名
の
成
功
に
つ
い
て
「
21

年
ぶ
り
に
、全
建
総
連
と
し
て

新
た
な
歴
史
を
作
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
全
建
総
連
の
中
西
委

員
長
は
述
べ
、勝
野
書
記
長
は
、

持
続
可
能
な
建
設
業
実
現
に

向
け
て「
画
期
的
な
成
果
だ
が

ゴ
ー
ル
で
は
な
い
。
請
求
要
求

し
て
い
く
こ
と
が
益
々
重
要
」

と
語
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大

会
決
議
を
採
択
し
て
集
会
は

終
了
し
ま
し
た
。

建設国保予算
現行水準確保を

雨の中参加した杉並支部の仲間

　

７
月
20
日
か
ら
21
日
に
か
け

て
、
山
梨
県
甲
武
キ
ャ
ン
プ
村
で
後

継
者
対
策
部
主
催
「
大
キ
ャ
ン
プ

交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

試
練
の
坂
と
呼
ば
れ
る
長
い
下

り
坂
を
終
え
、
橋
を
渡
り
人
間
界

の
垢
を
落
と
す
鳥
居
と
、
森
の
人
に

な
る
鳥
居
を
抜
け
る
と
、
そ
こ
は
コ

テ
ー
ジ
が
広
が
る
キ
ャ
ン
プ
村
で

し
た
。
大
自
然
に
触
れ
る
機
会
の

少
な
い
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
森

の
中
に
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。

後継者対策部
大キャンプ交流会

今回のキャンプで
は、初めて子どもたちが、
火起こしを体験しました。昔、
授業で火起こしをやったことがあ
る大人がお手本となり、火起こし
にチャレンジ。でも残念ながら
火を起こすことはできませ

んでした。

夜は、毎年恒例の
キャンプファイヤーです。
今年も「火の神様」が降臨し
て、たいまつからやぐらに点火。
手持ち花火をみんなで楽しみ、
最後はやぐらを囲んでみんな
で「マイムマイム」を踊り

ました。

みんなで魚
のつかみ取りをした後、

河川敷に移動してスイカ割り
を開催。小さい子たちは目隠しを
せずに重い棒を持って参加しまし
た。「そのまま、そのまま！」みん
なの声援が力になり、見事ス
イカを割ることができま

した。

梅雨が明け、暑い日
が続いていました。山の中に
あるキャンプ村でしたが、日なた
はとても暑く、川遊びには最高の日
となりました。流れが少し速い川で
したが、岩の上から飛び込みをし
たり、大人も子どもも夢中に
なって楽しみました。

毎年恒例のカレー
作り。野菜の皮むきやカット

を子どもたちに協力してもらいま
した。普段からのお手伝いで包丁を
使ったことがある子、初めて包丁を使
う子など、さまざまでしたが大人たち
がサポートしてカレーが完成。み
んなで作ったカレーは格別で

した。

全国から2,001人集結

森の中に
歓声がこだまする

貴重な貴重な

火起こ
し体験

火起こ
し体験

花火の花火の
共同作業共同作業

みんなで作った
みんなで作ったカレーは格別
カレーは格別

みんなの声援が力にみんなの声援が力に

川遊び
に夢中

川遊び
に夢中

後継者対策部では、
今後も家族が楽しめ
るイベントを計画し
ていきます。参加お
待ちしています。 児玉 一史 

後継者対策部長

今年も
火の神様降臨
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8
月
当
初
人
員
〓
人

（
分
会
・
群
順
　
敬
称
略
）

　
氏
　
名

職
　
種

所
　
属

紹 

介 

者

太
田　

毅

設
計

西

荻

直
接
加
入

合
田　

幸
雄

給
排
水

西

荻

直
接
加
入

冨
塚　

孝
浩

内
装

西

荻

柳
川 

佳
崇

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ 

Ｖ
Ａ
Ｎ 

Ｄ
Ｕ
Ｙ

土
木

西

荻

鶴
郷 

英
司

Ｖ
Ｕ 

Ｄ
Ｕ
Ｃ 

Ｔ
Ｕ
Ｙ
Ｅ
Ｎ

土
木

西

荻

鶴
郷 

英
司

今
泉　

陸

土
木

西

荻

鶴
郷 

英
司

本
波　

和
弘

内
装

富
士
見

直
接
加
入

佐
藤　

香
大

内
装

阿
佐
谷

直
接
加
入

泉　

勝
秋

内
装

阿
佐
谷

佐
藤 

力

森
永　

匠
人

と
び

阿
佐
谷

田
母
神 

裕
和

田
中　

真
志

と
び

阿
佐
谷

田
母
神 

裕
和

伊
奈　

善
大

は
つ
り

阿
佐
谷

転　

入

佐
野　

久
美
子

防
水

阿
佐
谷

島
田 

幹
二
朗

滝
澤　

剛

内
装

中

央

直
接
加
入

笠
原　

史
美

内
装

中

央

笠
原 

宏
之

笠
原　

千
尋

内
装

中

央

笠
原 

宏
之

西
岡　

俊
洋

防
水

中

央

武
田 

圭
司

Ｒ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｎ 

Ｅ
Ｆ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｉ

と
び

中

央

永
島 

克

Ｆ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
Ｉ 

Ｐ
Ｒ
Ａ
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ａ

と
び

中

央

永
島 

克

Ｐ
Ａ
Ｊ
Ｒ
Ｉ 

Ｇ
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｇ 

Ｐ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

と
び

中

央

永
島 

克

山
下　

将
史

電
気

浜

福

縫
村 

信
秋

北
澤　

照
之

内
装

高

和

土
屋 

紀
彦

細
矢　

美
一

塗
装

泉

南

直
接
加
入

鈴
木　

啓
太

大
工

直

属

小
林 

奈
歩

■ 現場管理 ■
㈱弥彦工務店
代表　児玉　達朗
杉並区和田3-50-3

パークサイドテラスコダマ
℡090-2658-4844

■ 外構造園作業スタッフ ■
グリーンスペース計画㈱
代表　益田　陽介

杉並区下井草3-20-11-105
メゾンヴェルトⅢ
℡080-1074-4655

■ 電気工事士 ■
【社員】

㈲リケンエナジー
代表　縫村　信秋

杉並区浜田山１－２３－７
℡０３－３２９０－０１２２

■ 配管工 ■
【社員】
斎喜工業㈱

代表　齋藤　隆男
杉並区大宮1-2-2-201
℡03-3328-9638

■ 防水 ■
【社員】
㈱奄防

代表　南　忠文
西東京市東町5-7-20
℡090-8030-8822

■ 造園工 ■
【社員】

㈱ネクストグリーン
代表　堀内　幸雄
杉並区堀ノ内2-7-7-101
℡03-6677-7168

■ 測量士・測量士補 ■
【社員・アルバイト】
リーベン開発設計㈱
代表　鈴木　美江子
杉並区阿佐谷南3-31-14
℡03-3392-4735

■ 塗装・防水・電気・営業 ■
【社員】
㈱しんせん

代表　小笠原　健悦
杉並区堀ノ内3-49-7横尾ビル１F

℡03-3311-2196

■ 塩ビシート専門 ■
【社員】
㈱ＵPstart

代表　相澤　秀明
杉並区永福1-39-9-106
℡03-6677-3747

■ ガラス工 ■
【社員】
㈱住硝

代表　市　大介
杉並区高井戸西2-12-16水村ビル１F

℡03-3331-2281

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

　夏の終わりを告げる頃、新しい仲間を増や
す「秋の拡大月間」が始まります。メリットの
ある私たちの制度を守るためには、組織を大
きくする必要があります。
　拡大月間の行動日には、分会センターに集
まり、組合メリットを伝える訪問行動をおこな
います。多くの仲間が集まれば、多くの仲間に
メリットを伝えることができます。行動日には
分会センターにお集まりください。
　また、組合未加入の知り合いをご紹介くだ
さい。役員・書記局が組合制度について、説明
させていただきます。

宿題お助け塾開校

災
害
と

防
災

防
災
士
が
語
る

  昨年に引き続き、早坂よしひろ都議
（ミスター防災）を講師に迎え「能登
半島地震と東京の防災」について学習
会を開催します。
　災害から大切な人を守るために、改
めて学習しませんか？杉並支部「まち
の救助隊ビーバーズ」の活動について
も報告があります。問い合わせは、支
部担当・村松まで。

　７月22日から26日にかけて「夏休み宿
題お助け塾」を開校しました。指導いただ
いたのは教員OBの方々です。
　朝9時30分に杉並支部会館に集合した子
どもたちは、さっそくそれぞれ持参した宿
題にとりかかりました。
　自宅ではなかなかはかどらない夏休みの
宿題ですが、ここに来るとすらすら鉛筆が
進み、参加した子の中には期間中に宿題を
終わらせてしまう子も。
　今年の自由工作では、思い思いの絵本
を作成。1日が終わると先生たちから連
絡ノートに一言もらい、自宅に帰ってか
ら親に今日どんな勉強をしたか報告しま
す。宿題お助け塾は、来年も開校予定で
すので、多くの子どもたちの参加をお待
ちしています。

秋の拡大月間
８月９月の行動日

　７月18日岸本杉並区長と支部役員による懇談をおこないました。私たちの要求であ
る「建設業を地域振興策に位置づけること」の理由として「上がらない賃金や高齢化
により建設業への入職者が減少」「建設業の衰退は防災分野や家屋修繕にも影響」を
訴えました。
　岸本区長は「主旨は理解できるが、運輸・介護・保育などでも同じような問題を抱え
ている」とし、今後も問題意識を共有していくことで、懇談は終了しました。
　区議会各会派や建設業協会とも懇談を計画していきます。

９月２日（月）19時
杉並支部会館３階
無料

日　時

場　所
参加費

防災学習会の開催

ミスター防災、大いに語る②

７月18日 岸本杉並区長と懇談

新しい仲間を組合へ

秋の拡大月間秋の拡大月間
始まります始まります

8月28日（水）29日（木）
9月12日（木）13日（金）18日（水）
    19日（木）25日（水）26日（木）

学
習
は
み
ん
な
で
楽
し
く

7
26
国
民
平
和
大
行
進
＆
第
26
回
杉
並
平
和
の
つ
ど
い

　

北
海
道
礼
文
島
を
出
発
し
た
平
和
の
た
す
き
は
７
月
26
日
に
杉
並
区

を
通
過
し
、
中
野
区
か
ら
新
宿
区
へ
と
リ
レ
ー
さ
れ
ま
す
。
国
民
平
和

大
行
進
の
集
会
の
模
様
と
同
日
夜
に
お
こ
な
わ
れ
た
第
26
回
平
和
の
つ

ど
い
の
報
告
で
す
。

　

第
26
回
平
和
の
つ
ど
い
で
は
、
原
田
あ
き
ら
杉
並
原

水
協
理
事
よ
り
杉
並
の
平
和
情
勢
、原
水
禁
日
本
協
議

会
よ
り
全
国
常
任
理
事
で
あ
る
川
田
忠
明
さ
ん
を
招
い

て
の
記
念
講
演
、原
水
禁
世
界
大
会
杉
並
代
表
団
の
壮

行
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、川
田
さ
ん
の

講
演
要
旨
を
紹
介
し
ま
す（
文
責
・
双
木
）。

　

杉
並
区
役
所
に
お
い
て

10
時
よ
り
、
原
田
あ
き
ら

杉
並
原
水
協
理
事
の
司
会

で
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
「
平
和
の
た
め
に

こ
れ
か
ら
も
尽
く
す
」
と

岸
本
杉
並
区
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
阿
出
川
区
民
生

活
部
部
長
よ
り
代
読
さ
れ
、

大
き
な
拍
手
が
起
こ
り

ま
し
た
。
ま
た
杉
並
区
職

労
の
田
村
委
員
長
か
ら
は

「
平
和
で
な
け
れ
ば
我
々

の
仕
事
は
成
り
立
た
な
い

し
、
み
な
さ
ん
の
生
活
も

成
り
立
た
な
い
。
署
名
運

動
発
祥
の
杉
並
か
ら
代

表
団
と
し
て
参
加
す
る
み

な
さ
ん
は
、
体
調
に
気
を

つ
け
て
行
っ
て
来
て
欲
し

い
」
と
激
励
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
「
原
水
禁
署
名
運

動
」
の
生
み
の
親
、
和
田

の
魚
屋
の
娘
で
あ
る
竹
内

ひ
で
子
さ
ん
も
激
励
に
み

え
て
「
発
祥
の
地
と
言
わ

れ
る
の
は
、
公
民
館
を
署

名
運
動
の
拠
点
と
し
て
、

館
長
が
署
名
を
全
国
へ
広

め
よ
う
と
お
こ
な
っ
た
こ

と
が
由
来
。
杉
並
区
役
所

で
平
和
展
『
ビ
キ
ニ
環
礁

で
起
き
た
こ
と
』
が
開
催

さ
れ
る
の
で
ぜ
ひ
来
場
く

だ
さ
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

10
時
30
分
に
杉
並
区
役

所
を
出
発
、「
ノ
ー
モ
ア

ヒ
ロ
シ
マ
・
ノ
ー
モ
ア
ナ
ガ

サ
キ
」「
核
兵
器
も
原
発

も
い
ら
な
い
」
と
沿
道
に

ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
猛

暑
の
中
で
し
た
が
無
事
、

中
野
区
杉
山
公
園
で
中
野

代
表
団
に
た
す
き
を
渡
し

ま
し
た
。

　ウクライナやガザ地区での激しい戦火は、未だ止
む気配をみせていません。ロシアやイスラエルは核
兵器の保有国です。両国ともに核兵器の使用をちら
つかせ、世界中の人々を不安に陥れています。こう
した世界平和が危機的におびやかされる危機的状況
においては、一人ひとりが平和の実現を強く願うと
ともに、行動に移していくことが大切です。
　今から70年前、マグロ漁船第五福竜丸がアメリカ
の水爆実験で被爆したことをきっかけとして、核実
験・核戦争に対して生活に不安を感じた方々が核廃
絶を訴える手段として、原水爆禁止署名運動をはじ
めました。この運動は杉並区から全国、世界に広ま
り、第1回原水爆禁止世界大会では、3100万筆を超
える署名を集め、世界に向けて平和のアピールにつ
なげました。
　過去からの戦争をみてみると、若い世代の人や子
どもが起こす戦争は一つとして無く、市民が起こす
戦争もありません。戦争は国を治める人達が引き起
こすものなのです。そういった意味で政治や行政に
関わる者の一人として、私もその責任を痛感し、世
界の全ての人々の願いでもある戦争のない平和な
日々を送れるよう祈るとともに、平和のためにこれ
からも尽くしていきたいと考えています。

　

杉
並
原
水
協
の
活
動
が
本
格

的
に
再
開
さ
れ
る
こ
と
は
、
私

た
ち
全
国
の
仲
間
に
と
っ
て
大

き
く
励
ま
さ
れ
る
、
う
れ
し
い

話
だ
っ
た
。
ま
た
、
岸
本
杉
並

区
長
が
３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
や

世
界
大
会
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

る
こ
と
は
、
大
き
な
意
味
が
あ

る
。
会
場
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
は

じ
ま
る
と
「
す
ご
い
ね
」
と
あ

ち
こ
ち
で
聞
こ
え
て
く
る
。

　

多
く
の
方
々
が
現
状
に
危
機

感
を
抱
い
て
お
り
、
そ
の
こ
と

に
広
く
応
え
る
こ
と
が
世
界
大

会
に
と
っ
て
大
事
な
の
で
は
な

い
か
。

　

核
兵
器
は
、
１
９
８
６
年

に
6
万
発
を
超
え
た
が
、
そ

れ
以
降
減
っ
て
き
て
い
る
。
現

在
世
界
の
核
兵
器
数
は

１
万
２
千
１
０
０
発
、
し
か
し

パ
キ
ス
タ
ン
・
イ
ン
ド
・
中
国
・

北
朝
鮮
・
ロ
シ
ア
・
ア
メ
リ
カ

な
ど
は
増
え
つ
つ
あ
る
。
こ
れ

は
歴
史
的
に
み
て
も
、
重
大
な

傾
向
だ
。
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン

大
統
領
は
、
繰
り
返
し
核
兵

器
に
よ
る
威
嚇
を
お
こ
な
っ
て

い
る
が
、
慣
れ
て
は
い
け
な
い
。

今
年
5
月
に
は
戦
術
核
兵
器

（
戦
場
で
使
用
す
る
核
兵
器
）

の
演
習
も
実
施
し
た
。
欧
米
は

ロ
シ
ア
が
核
兵
器
を
使
用
し
な

い
と
思
っ
て
い
る
が
、
主
権
と

領
土
の
保
全
が
脅
か
さ
れ
れ
ば
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
う
こ
と
が

可
能
と
表
明
し
て
い
る
。
ロ
シ

ア
は
「
デ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
戦

術
」
で
、
核
兵
器
を
先
制
使
用

し
て
、
敵
の
行
動
を
抑
え
る
や

り
方
を
お
こ
な
う
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
ア
メ
リ
カ
や
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
も
ロ
シ
ア
と
同
じ
く
、
核
兵

器
の
先
制
使
用
も
あ
り
う
る
、

と
ロ
シ
ア
と
言
い
方
は
違
え
ど

「
強
大
な
核
抑
止
力
」
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

首
相
た
ち
の
相
次
ぐ
発
言
は
か

つ
て
な
い
雰
囲
気
で
あ
り
、
非

常
に
危
険
な
匂
い
が
す
る
。

　

唯
一
の
被
爆
国
日
本
は
本
来
、

反
対
す
べ
き
立
場
だ
が
、
核
兵

器
に
よ
る
威
嚇
に
協
力
す
る
姿

勢
を
と
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
日
本
国
内
の

６
８
３
自
治
体
（
38
％
）
は
核

兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
に
向
け

て
動
く
べ
き
だ
、
と
流
れ
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。

　

来
年
は
被
爆
80
年
と
な
る

節
目
の
年
。
非
核
日
本
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
①
ヒ
ロ
シ

マ
・
ナ
ガ
サ
キ
・
ビ
キ
ニ
の
実

相
（
あ
り
の
ま
ま
の
姿
）
、
②

被
爆
者
・
核
実
験
被
害
者
救
援
、

③
署
名
を
「
ビ
キ
ニ
事
件
の
署

名
の
よ
う
に
」
大
き
く
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
。

分会センターへの集合時間は分会役員にお尋ねください

　今回広島に行き、被
爆者の声や核兵器の危
険性、世界がどうなっ
ているか勉強し、それ
に対しての運動も学び
たい。

  今回広島に行かせてい
ただき、その場所でしか
感じることができない思
いなどを勉強して、ちゃ
んと持って帰って、また
自分の中で考えたい。

梅田 遼河さん
（井荻・サッシ）

五藤 航汰さん
（高和・楊重）

青
年
部 

代
表
参
加
者 

決
意
表
明

国民平和大行進

第26回杉並平和のつどい

平和と核廃絶の平和と核廃絶の
願い込めて行進願い込めて行進

青い空は青いままで青い空は青いままで
子どもらに伝えたい子どもらに伝えたい

川田 忠明 全国常任理事
（原水禁日本協議会）

参
加
者
の
願
い
は
折
り
鶴
へ

世
界
大
会
の
重
要
性

区
役
所
前
で
集
会

杉
山
公
園
ま
で
行
進

ロ
シ
ア
核
威
嚇
の
脅
威

米
・
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の

危
険
な
対
抗

岸本 杉並区長メッセージ（抜粋）

戦争はいつも
為政者が
引き起こす

区長メッセージ
を代読する

阿出川
 区民生活部部長

建設業を地域振興策に建設業を地域振興策に
位置づけることを要望位置づけることを要望

先
生
に
直
接
聞
け
る
の
は
う
れ
し
い
ね

前
期
新
加
入
者
歓
迎
会

中
野
代
表
団
に
た
す
き
を
渡
す

温
暖
化
に
つ
い
て

考
え
よ
う

青
木 

隆
之 

防
災
士

　

日
本
で
起
き
る
自
然
災

害
の
件
数
で
70
％
を
占
め
る

の
が
台
風
や
洪
水
に
よ
る
も

の
で
す
。
地
震
に
お
い
て
は

18
％
程
度
で
す
が
、
被
害
額

は
80
％
を
地
震
が
占
め
ま
す
。

今
回
は
、
み
な
さ
ん
も
最
近

特
に
感
じ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
水
害
の
多
さ
に

つ
い
て
で
す
。

　

昭
和
の
後
期
、
40
年
程

前
か
ら
比
べ
る
と
、
現
在
で

は
１
時
間
当
た
り
の
降
水

量
が
50
ミ
リ
を
超
す
（
短
時

間
強
）
発
生
回
数
が
な
ん
と

１
・
４
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
害
に
お
い
て
公
共
イ
ン
フ

ラ
は
充
分
と
思
っ
て
い
る
と
、

大
変
な
目
に
遭
う
よ
う
な
気

が
し
て
い
る
の
は
私
だ
け
で

し
ょ
う
か
。

　

地
震
は
、
自
ら
自
宅
を
耐

震
補
強
す
る
な
ど
災
害
の

被
害
を
抑
え
る
事
が
で
き
ま

す
が
、
水
害
や
土
砂
災
害
は

地
域
性
な
ど
が
あ
り
、
つ
い

油
断
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

ま
た
、
強
雨
の
増
加
の
第
一
の

原
因
と
な
っ
て
い
る
地
球
温

暖
化
に
つ
い
て
「
他
人
事
」
で

は
な
く
「
自
分
事
」
と
捉
え

て
、
そ
の
対
策
の
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
、
こ
の
災
害
か

ら
被
害
を
抑
え
る
た
め
に
大

切
だ
と
改
め
て
思
い
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
私
は
バ

イ
ク
で
移
動
が
多
く
、
大
通

り
を
こ
の
暑
い
さ
な
か
で
も

走
っ
て
い
ま
す
が
、
都
バ
ス

に
近
づ
い
て
走
っ
て
い
る
と

車
両
の
周
り
は
排
気
ガ
ス
な

ど
で
さ
ぞ
暑
い
だ
ろ
う
な
と

思
い
き
や
、
そ
の
バ
ス
は
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
車
両

（
燃
料
電
池
バ
ス
）
で
、
周
囲

の
温
度
が
明
ら
か
に
違
い
ま

し
た
。
水
素
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
生
み
、
モ
ー
タ
ー
で
動
く

の
で
排
気
か
ら
は
二
酸
化
炭

素
は
発
生
し
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
温
暖
化
対
策
に
貢
献

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
形
の
防
災
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
も
身
近
な
防
災
を
考
え
、

実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

岸
本
区
長
に
要
望
書
を
手
渡
す
鎗
田
委
員
長 建設業を地域振興策に

位置づけることを要望
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第 368 回

け
、
30
歳
に
塗
装
工
事
の
個
人
事
業
主

と
し
て
独
立
し
ま
し
た
。こ
の
頃
に
仲

間
の
職
人
か
ら
す
す
め
ら
れ
て
組
合
加

入
し
ま
し
た（
群
会
議
で
の
組
合
費
納

入
が
う
ま
く
い
か
ず
、こ
の
あ
と
組
合

は
辞
め
て
し
ま
い
ま
し
た
）。

　

法
人
化
し
た
の
は
34
歳
（
平
成
2

年
）の
頃
で
、青
森
出
身
の
見
習
い
2
・

3
人
を
ア
パ
ー
ト
を

借
り
て
住
ま
わ
せ
、多

い
時
で
職
人
は
13
人

く
ら
い
居
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　

杉
並
区
永
福
に

引
っ
越
し
た
頃
、近
所

の
塗
装
屋
さ
ん
の
木

村
久
七
さ
ん
に
誘
わ

れ
組
合
に
再
加
入
し

ま
し
た
。
労
災
保
険
の

手
続
き
な
ど
、
組
合

で
は
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
ゴ
ル
フ
で

す
。
ジ
ャ
ン
ボ
尾
崎
が

活
躍
し
て
い
た
頃
、工
務
店
の
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
が
頻
繁
に
開
催
さ
れ
て
い
て
、
大

工
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
始
め
今
に
至
り
ま

す
。

　
「
あ
ん
た
は
ペ
ン
キ
塗
り
、好
き
な
ん

だ
ね
」
。
お
客
さ
ん
に
言
わ
れ
た
言
葉

で
す
。き
っ
と
、楽
し
そ
う
に
仕
事
し
て

い
る
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

自
分
は
ペ
ン
キ
で
汚
れ
ま
す
が
、
汚
い

場
所
を
美
し
く
仕
上
げ
た
時
の
喜
び
に

勝
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

妻
と
娘
に
感
謝
し
な
が
ら
、今
後
も

仕
事
に
ま
い
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
取
材　

双
木 

淳
志
】

　

私
は
宮
城
県
仙
台
市
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
名
前
の
由
来
は
男
で
2
番
目
な
の

で「
次じ

ろ
う郎
」で
す
。
小
さ
い
頃
、
食
べ
物

が
好
き
で
、自
分
で
作
り
方
を
覚
え
た

か
っ
た
の
で
、
高
校
卒
業
後
は
上
京
し

て
、日
暮
里
に
あ
る
中
華
料
理
屋
に
就

職
し
ま
し
た
。
就
職
先
は
ス
ポ
ー
ツ
新

聞
か
ら
自
分
で
見
つ
け
ま
し
た
。こ
の

頃
の
町
中
華
は
、
今
ほ

ど
数
は
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、ど
こ
も

繁
盛
し
て
い
て
活
気
が

あ
り
、
料
理
人
は
輝
い

て
見
え
ま
し
た
。

　

20
歳
に
な
る
頃
、
常

連
の
電
気
工
事
の
お
客

さ
ん
か
ら
う
ち
で
働
か

な
い
か
と
誘
い
が
あ
り
、

ち
ょ
う
ど
手
に
職
を
つ

け
て
全
国
を
旅
し
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
、思

い
切
っ
て
転
職
を
決
意
、

電
工
の
見
習
い
と
し
て

足
立
区
に
住
み
込
み
で

働
き
は
じ
め
ま
し
た
。

　

い
ざ
電
気
工
事
を
や
っ
て
み
る
と
、

配
線
工
事
の
仕
事
は
面
白
か
っ
た
の
で

す
が
、
給
料
が
と
て
も
安
く
、
将
来
に

不
安
を
感
じ
、
当
時
単
価
の
良
か
っ
た

塗
装
工
事
会
社
に
再
就
職
し
ま
し
た
。

24
歳
の
頃
で
す
。
6
年
ほ
ど
修
行
を
続

あ ん た は ペ ン キ 塗 り

好 き な ん だ ね

寺
て ら だ

田 次
じ ろ う

郎さん　浜福・塗装

7
月
慶
弔
傷
病
見
舞
金
支
給

31
件

　
ど
け
ん
共
済
は
組
合
員
が

病
気
や
ケ
ガ
で
働
け
な
く

な
っ
た
時
の
生
活
を
助
け
合

い
、
結
婚
や
出
産
、
仲
間
や

家
族
が
亡
く
な
っ
た
時
な
ど

に
給
付
さ
れ
る
み
ん
な
の
助

け
合
い
制
度
で
す
。
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
仲
間
が
給
付
を

受
け
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
お
め
で
と
う

【
結
婚
】

木
村　

剛
瑠
（
井　

荻
）

瀬
戸　

晶
子
（
西　

荻
）

中
村　

光
宏
（
企　

業
）

【
出
産
】

保
坂　

満
久
（
井　

荻
）

藍
川　

眞
樹
（
西　

荻
）

澤　

康
太
郎
（
中　

央
）

 

ほ
か
1
件

【
新
入
学
】 

6
件

【
資
格
取
得
】 

6
件

■
お
大
事
に

【
傷
病
見
舞
金
】

高
橋　

孝
志
（
井　

荻
）

林　

美
代
子
（
井　

荻
）

内
田　

邦
正
（
井　

荻
）

横
川　

光
子
（
西　

荻
）

及
川　

利
克
（
阿
佐
谷
）

鈴
木　

一
郎
（
中　

央
）

菅
原　

陽
子
（
浜　

福
）

遠
藤　
　

勝
（
高　

和
）

黒
石　

光
宥
（
泉　

南
）

　
　

ほ
か
3
件

　組合員ご本人が亡くなられた時、死亡共済金
としてご遺族には80万円の弔慰金をお支払いし
ます（64才以下で加入した組合員が対象。受給
資格は組合加入日の6ケ月後の1日）。
　このどけん生命共済死亡共済金は、受取人順
位を規程していますが、生前組合員本人が順位
に関わらず受取人を指定することができます。
受取人が「内縁の配偶者」「兄弟」のケースや
「身寄りがない」「結婚・再婚などで離れて暮ら
す子どもがいる」などの場合は、事前に受取人指
定をしておくことをおすすめします。詳しくは支
部までご相談ください。

どけん生命共済
死亡共済金

生前に受取人
指定できます

　

泉
南
分
会
は
妙
法
寺
に
て
「
夏

の
ふ
れ
あ
い
千
日
紅
花
祭
り
」
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
住
宅
デ
ー
を
開
催
。

　

住
宅
相
談
の
ほ
か
、
笹
竹
の
短

冊
飾
り
と
天
然
の
木
を
使
っ
た
鉛

筆
づ
く
り
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

木
工
教
室
は
こ
と
の
ほ
か
好
評

で
、
参
加
し
た
親
子
で
親
御
さ
ん
の

方
が
熱
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
光
景

も
見
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
は
35
度

を
超
え
る
猛
暑
と
な
り
、
熱
中
症

も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
事
故
も
な

く
終
了
し
ま
し
た
。

　

阿
佐
谷
分
会
は
、
杉
七
小
盆
踊

り
と
タ
イ
ア
ッ
プ
で
開
催
し
ま
し

た
。
盆
踊
り
の
や
ぐ
ら
組
立
て
依
頼

が
東
京
土
建
に
あ
り
、
そ
の
流
れ
か

ら
「
工
作
教
室
」
を
出
店
。「
ガ
リ

ガ
リ
と
ん
ぼ
づ
く
り
」
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

　

１
日
目
は
60
人
、
２
日
目
は
80

人
の
小
学
生
が
初
め
て
手
に
す
る

ヤ
ス
リ
や
金
づ
ち
で
汗
を
か
き
な

が
ら
一
生
懸
命
つ
く
り
ま
し
た
。

　

用
意
し
て
い
た
ガ
リ
ガ
リ
と
ん

ぼ
の
材
料
が
無
く
な
っ
た
ほ
ど
大

盛
況
で
し
た
。

地域行事地域行事とのとの
タイアップタイアップからから
仕事仕事のの掘り起こし掘り起こし

２
分
会
が
住
宅
デ
ー
を
開
催

7/7 泉南分会7/13阿佐谷分会
ガ
リ
ガ
リ
ト
ン
ボ
作
り
大
盛
況

受
付
体
制
も
バ
ッ
チ
リ

短冊飾りのお手伝い

24
年
7
月
事
業
所
交
流
会
「
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」

で
の
寺
田
次
郎
さ
ん

地域行事との
タイアップから
仕事の掘り起こし


